
非行の輪、愛の輪でとけ明るい社会

面 の 誘 惑
　夏の暑さはわたしたちを水辺へと駆り立てます。酒、

川、谷川のせせらぎ……。夏は水が恋しくなる委節です。

　しかし、わたしたちが水と親しくなるほど、水難事故

が多くなることも見逃がせません。事故の大￥は6月～

8月の間に集中しているのです。

　水の犠牲者の4割近くは中学生以下の子供です。57年

の6月から8月までに水死したり、行方不明になった子

供（中学生以下）は401人。このうち、子供だけで事故に遭

ったというのが7割（281人）、残りの3割（120人）は保護

者が近くにいながら水の犠牲となっています。

　子供の水難事故は思わぬとき思わぬ場所で起こります。

子供だけで水沫や魚釣りに行かせないのはもちろん、一

緒に海や川へ行ったときは、子供のことを心にしっかり

とつなぎとめておきましょう。
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∀噛　
　
総

辮
　
参
議
院
全
国
選
出
議
員
選
挙
に
拘
束

名
簿
式
比
例
代
表
制
を
導
入
す
る
こ
と

を
骨
子
と
す
る
「
公
職
選
挙
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
昭
和
五
七
年
八

月
一
八
日
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可

決
成
立
し
、
去
る
八
月
二
四
日
法
律
第

八
一
号
と
し
て
公
布
、
施
行
さ
れ
、
今

回
の
参
議
院
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
わ
が
国
、
選
挙
制
度
史
上

一
大
改
正
で
あ
り
、
従
来
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
う
ち
全
国
区
選
出
議
員

の
選
挙
の
仕
組
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
従
来
は
候
補
者
個
人
へ
投
票
し
て
い

た
も
の
が
、
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
団

体
へ
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で

す
。　

内
容
を
よ
く
理
解
し
て
、
大
切
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

囹
回
圏
■
比
例
代
表
選
挙

①
投
票
は
政
党
名
で
。

　
　
個
人
名
を
書
く
と
無
効
で
す
。

■
投
票
用
紙
に
は
政
党
の
名
称
、
ま
た
は
略
称
を
記
入
し
ま
す
。

■
候
補
者
個
人
名
を
記
入
す
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
。

②
政
党
の
選
択
は
、

　　

�
竡
ﾒ
名
簿
や
政
策
を
よ
く
見
て
。

騰

灘
馨

政
党
に
投
票
し
ま
す
。

〈
名
称
も
制
度
の
内
容
も
変
わ
り
ま
し
た
。
〉

國
…
團
畢
選
挙
区
選
挙

個
人
に
投
票
し
ま
す
。

〈
名
称
は
変
り
ま
し
た
が
、

ま
せ
ん
。
〉

制
度
の
内
容
に
変
更
は
あ
り

比
例
代
表
選
挙
（
全
国
区
）

比
例
代
表
選
挙
は

　　

ｭ
党
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

■
立
候
補
は
政
党
（
政
治
団
体
）
が
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
て
行
い

　
ま
す
。
個
人
に
よ
る
立
候
補
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
候
補
者
名
簿
に
誰
を
ど
の
よ
う
な
順
位
で
の
せ
る
か
は
各
政
党

　
が
決
定
し
ま
す
が
、
そ
の
決
定
は
適
正
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら

　
れ
て
い
ま
す
。

■
有
権
者
は
候
補
者
名
簿
や
各
政
党
の
政
策
を
よ
く
み
て
選
ぶ
政

　
党
を
決
め
ま
す
。

③
選
挙
運
動
は
政
党
が
。

　　

�
竡
ﾒ
個
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
選
挙
運
動
や
選
挙
期
間
中
の
政
治
活
動
は
、
す
べ
て
政
党
が
行

　
い
ま
す
。

■
候
補
者
個
人
に
よ
る
選
挙
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
当
選
者
は
、
各
政
党
の

　　

ｾ
票
数
に
比
例
し
て
決
ま
り
ま
す
。

■
当
選
人
数
は
、
各
政
党
の
得
票
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

■
当
選
人
は
、
各
政
党
の
候
補
者
名
簿
に
記
入
さ
れ
た
順
位
に
よ

　
り
、
上
位
か
ら
順
に
決
ま
り
ま
す
。

選
挙
区
選
挙
（
地
方
区
）

選
挙
区
選
挙
の
制
度
は
、

　　

@　

ｱ
れ
ま
で
の
地
方
区
と

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
同
じ
で
す
。

●
投
票
用
紙
に
は
、

候
補
者
個
人
名
を
記
入
し
ま
す
。

：棄権をしないで

あなたの大切な一票を

　　生かしましょう。

　東郷町選挙管理委員会
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3回

議員通常選挙参

しよう参あなたも政治

投
票
日
は

　　

@　

@
6
月
2
6
日
で
す

　
六
月
二
十
六
日
は
第
十
三
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
国
の
政
治
と

か
か
わ
り
な
し
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　
そ
の
大
事
な
国
政
を
行
な
う
た
め
に

国
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
会
は
衆
議
院
と
参
議
院
の
二
院
で

構
成
さ
れ
る
国
権
の
最
高
の
機
関
で
、

わ
た
し
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
ひ
び
く

政
治
の
姿
勢
が
決
め
ら
れ
る
最
も
重
要

な
と
こ
ろ
で
す
。

　
六
月
二
十
六
日
に
は
、
こ
の
二
院
の

う
ち
参
議
院
宮
崎
県
選
出
議
員
と
比
例

代
表
選
出
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
政
党
を
選
び
出
す
わ
た
し

た
ち
の
一
票
が
、
日
本
の
将
来
と
わ
た

し
た
ち
の
幸
福
に
大
き
く
ひ
び
く
重
大

な
選
挙
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
一
票
が
、
明
日
の
日
本
を

築
く
の
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投

票
し
、
政
治
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
権
が
あ
っ
て
も

選
挙
人
名
簿
に
未
登
録
の

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
は
す
べ

て
選
挙
権
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と
登
録
資

格
に
異
動
が
な
い
限
り
永
久
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、
九
月
の

「
定
時
登
録
」
と
選
挙
が
行
な
わ
れ
る

時
に
登
録
す
る
「
選
挙
時
登
録
」
の
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
に
は
『
日
本
国
民
で
年
令
二
十
歳
以

上
の
人
で
あ
っ
て
本
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
か
ら
引
続
き
三
ヵ
月

以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
』
が
条

件
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
の
選
挙
時
登
録
の
基
準

日
は
六
月
一
日
で
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の

要
件
を
満
し
て
い
る
人
が
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

▽
　
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
七
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
。

▽
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
一
日
ま
で
に

　
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
人
。

　
し
た
が
っ
て
、
九
月
の
定
時
登
録
時

ま
で
の
登
録
者
と
選
挙
時
登
録
で
登
録

さ
れ
た
人
が
今
回
の
選
挙
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
前
の
住
所
地
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
の
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所

地
で
投
票
で
き
ま
す
。

入
場
券
を

　
お
届
け
し
ま
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
投
票
で
き
る
人
に
投
票
の
場
所
や
投

票
時
間
等
を
記
載
し
た
「
入
場
券
」
を

お
届
け
し
ま
す
。
も
し
届
か
な
い
と
き

は
、
町
選
挙
管
理
委
貝
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
当
日
入
場
券
が
な
く
て
も

投
票
で
き
ま
ず
か
ら
投
票
所
に
行
っ
て

そ
の
旨
を
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は

宮
崎
県
選
出
議
員
を
先
に

　
今
回
の
選
挙
は
、
宮
崎
県
選
出
議
員

と
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
が
同
時

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
の
順
序
は
、
　
「
県
選
出
議
員
が

先
」
で
「
比
例
代
表
選
出
〔
政
党
名
を

書
く
）
議
員
が
後
」
に
な
り
ま
す
。

　
投
票
用
紙
の
色
は
”
県
選
出
議
員
が

黄
紙
に
玉
茎
”
　
”
比
例
代
表
選
出
が
白

紙
に
赤
刷
”
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
も

　
　
　
　
で
き
ま
す
。

　
投
票
当
日
に
「
や
む
を
得
な
い
公
私

の
用
事
」
や
「
旅
行
・
病
気
・
出
産
」

な
ど
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
不
在
に
な

り
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

簡
単
な
手
続
き
で
投
票
日
の
前
に
投
票

す
る
こ
と
が
出
来
る
「
不
在
者
投
票
制

度
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

転
出
先
で
不
在
者
投
票
を

　
　
　
　
す
る
場
合
の
注
意

　
投
票
は
必
ず
滞
在
地
文
は
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
の
係
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
自
宅
、
職
場
等
で
投
票

用
紙
に
記
入
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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正
副
議
長
を
選
任

常
任
委
員
会
も
構
成
が
え

　
五
月
六
日
、
改
選
後
は
じ
め
て
開
か

れ
た
町
議
会
で
正
副
議
長
の
選
任
が
行

な
わ
れ
、
投
票
の
結
果
議
長
に
原
田
昇

議
員
、
副
議
長
に
橋
口
昭
夫
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
各
常
任
委
員
会
の
構
成
が

え
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
各
委
員
会
ご
と

に
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。

　
な
お
特
別
委
員
会
の
構
成
は
従
来
の

国
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
．
ト
事
業
促
進
特
別

委
員
会
と
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

を
総
括
し
て
地
域
総
合
開
発
推
進
特
別

委
員
会
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

▼
議
　
長
　
　
原
田
　
　
昇

▼
副
議
長
　
　
出
口
　
昭
夫

《
常
任
委
員
会
》

▽
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長
－
・
矢
野
日
好
、
副
委
員
長
．
・

山
田
年
雄
、
委
員
…
橋
口
昭
夫
、
寺
原

国
義
、
三
浦
文
人
、
田
代
安
夫
。

▽
文
教
厚
生
営
任
委
員
会

　
委
員
長
一
黒
田
幸
作
、
副
委
員
長
一

成
合
三
図
、
委
員
…
原
田
　
昇
、
新
名

哲
朗
、
佐
藤
輝
夫
、
木
村
秋
夫
．
、

▽
農
林
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
一
黒
木
九
】
、
副
委
員
長
一

寺
原
寿
夫
、
委
員
一
矢
野
貞
夫
、
田
中

守
、
佐
藤
真
幸
、
稲
田
稀
重
、

《
特
別
委
員
会
》

▽
企
業
誘
致
促
進
特
別
委
員
会

　
委
員
長
一
矢
野
貞
夫
、
副
委
員
長
・
－
一

木
村
秋
男
、
委
員
一
原
田
　
昇
、
矢
野

日
好
、
佐
藤
輝
夫
、
田
代
安
夫
、
成
合

亀
甲
、
稲
田
稀
重
。

▽
地
域
総
合
開
発
推
進
特
別
委
員
会

　
委
貝
割
・
　
新
名
哲
朗
、
副
委
員
長
・

佐
藤
真
幸
、
委
員
一
－
橋
口
昭
夫
、
黒
木

九
一
、
寺
原
国
義
、
山
田
年
雄
、
三
浦

文
人
、
車
中
　
守
、
黒
田
幸
作
、
寺
原
．

寿
夫
。

◎
議
会
選
出
監
査
委
員
一
寺
原
国
義

議
会
を
代
表
し
て

東
郷
町
議
会
議
長
　
原
　
田

　
今
や
行
政
改
革
、
財
政
再
建
と
い

う
社
会
経
済
情
勢
の
最
も
き
び
し
い

時
期
が
到
来
し
て
い
ま
す
．
．

　
し
か
し
反
面
、
年
次
的
に
国
民
の

生
活
要
求
は
、
益
々
高
度
化
、
多
様

化
し
て
い
る
今
日
で
あ
り
、
均
衡
の

と
れ
た
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
建
設
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
人
は
、
今
町
民
が
何

を
考
え
何
を
望
ん
で
い
る
か
、
認
識

を
新
た
に
し
常
に
人
と
の
心
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
、
創
造
力
を
活
か
し

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
広
く
町

民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
常

昇

に
行
政
の
あ
り
方
を
監
視
し
、
誠
実

公
平
に
し
て
活
力
あ
る
町
政
の
実
現

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
抑
制
均
衡
制
を
保
ち
な
が
ら
基

本
的
に
は
不
偏
不
党
、
公
正
無
私
の

立
場
を
堅
持
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

議
員
各
位
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
調

和
の
と
れ
た
行
政
、
円
満
に
し
て
活

力
あ
る
議
会
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後
共

な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

期限は6月30日

　「児童手当」を引き続き受けるには

手続きが必要です

●それ以外の方…最寄りの市区町村役場

　となっています。なお、手続きには①印鑑②

年金手帳③手当が払い込まれる銀行や郵便局

　の通帳が必要です。

　
　
　
　
　
　
　
　
磁
物

籔
職

　　

@‘レ麟
難

　児童手当または児童手当の特例給付を受け

ている方は「現況届」を提出してください。

期限は6月30日です。

　現況届は、手当が受けられるかどうかを確

認する大切な手続きです。これからも引き続

いて児童手当や特例給付を受けようとする人

は、現況届を提出してください。

　この現況届を出しませんと、6月分からの

手当が受けられなくなります。ご注意くださ

い。現況届の提出先は

●官公庁や、国鉄など三公社にお勤めの方…

　勤務先

し
亀

町報とうこう引

置
県
百
年
を
記
念
し
て

　
宮
崎
県
が
明
治
十
六
年
五
月
九
日
、

鹿
児
島
県
よ
り
分
離
独
立
し
て
百
年
を

迎
え
ま
し
た
。
県
に
お
い
て
は
、
こ
の

意
義
あ
る
置
県
百
年
を
記
念
し
て
去
る

五
月
二
十
八
日
宮
崎
市
に
お
い
て
記
念

式
典
を
車
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
式

典
に
お
い
て
本
町
か
ら
次
の
方
々
が
表

彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

▽
表
彰
さ
れ
た
方
々

　
塩
月
　
儀
市
氏
（
社
会
教
育
功
労
）

　
小
野
　
　
弘
氏
（
地
方
自
治
功
労
）

　
・
目
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
h

最
優
秀
賞
　
　
福
二
…
小
学
校
↓
ハ
年

　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
弘
樹
君

　
　
　
　
　
（
現
在
一
東
郷
中
一
年
）

優
良
賞
　
坪
谷
小
学
校
五
年

翼
”
塗
蚕

　
　
　
　
　
　
　
那
須
　
智
行
君

　
　
　
　
　
（
現
在
1
1
坪
谷
小
六
年
）

※
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

　
（
現
在
、
一
学
年
進
学
し
て
ま
す
）

夕
烏
小
学
校
五
年

坪
谷
小
学
校
五
年

福
瀬
小
学
校
六
年

坪
谷
中
学
校
一
年

本
町
も
、

矢
野
　
普
也
君

岩
下
　
マ
キ
」

宮
本
　
地
響
ず

中
武
今
日
子
ず

　
　
　
　
　
こ
の
意
義
あ
る
年
を
記
念

し
　
次
の
百
年
に
向
か
っ
て
飛
躍
発
展

の
年
と
し
て
町
勢
の
伸
張
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
最
優
秀
に
入
選
し
た
、
福
瀬

小
学
校
、
矢
野
弘
樹
君
の
作
文
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
嚢

祖
先
の
美
風
受
け
つ
い
で

ン
…

福
瀬
小
学
校
六
年
　
矢
野
弘
樹

　
　
「
さ
ゆ
り
に

男
子
出
産
」

　
と
母
方
の
祖

’

父
の
日
記
に
青

イ
ン
ク
で
書
い

て
あ
る
。

　
「
博
に
長
男
誕
生
」

　
と
父
方
の
日
記
、
、
や
は
り
青
イ
ン
ク

だ
っ
た
。

　
ぼ
く
の
祖
父
二
入
は
、
二
人
と
も
、

も
う
五
十
年
以
上
も
日
記
を
付
け
て
い

る
．
、
そ
し
て
、
二
人
と
も
ぼ
く
の
生
ま

れ
た
昭
和
四
十
五
年
十
「
月
二
十
五
日

の
日
記
に
、
ぼ
く
の
誕
生
の
こ
と
を
書

い
て
い
た
。

　
二
人
と
も
、
一
字
一
字
て
い
ね
い
に

か
い
書
で
書
い
て
い
た
。
こ
の
発
見
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
祖
父
た
ち
は
ぼ
く

の
作
文
取
材
の
相
手
に
な
っ
た
。

　
ぼ
く
は
、
去
年
の
十
一
月
下
旬
か
ら

二
人
の
祖
父
に
昔
の
話
を
聞
い
て
ま
わ

っ
た
。
ま
こ
の
ぼ
く
が
た
ず
ね
る
こ
と

に
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
や
さ
し
く
教
え

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
母
が
言
っ
て

い
た
。

　
父
方
の
祖
父
と
母
方
の
祖
父
の
話
で

共
通
し
て
い
る
こ
と
を
衣
食
住
に
分
類

し
て
み
た
。

　
宮
崎
県
が
生
ま
れ
て
二
十
年
か
ら
二

十
五
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
、
二
人
と
も
生

ま
れ
た
。

　
昔
は
、
ふ
ろ
も
男
の
人
が
先
、
洗
た

く
物
も
男
女
別
々
に
す
る
し
、
物
干
し

ざ
お
も
別
々
だ
っ
た
そ
う
だ
。
ぼ
く
は

こ
れ
を
聞
い
て
、
祖
母
た
ち
は
、
　
一
家

の
大
黒
柱
で
あ
る
祖
父
た
ち
に
敬
意
を

表
し
て
い
る
の
だ
な
と
思
っ
た
。
社
会

科
で
習
っ
た
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
的

人
権
の
尊
重
「
男
女
の
平
等
」
と
、
こ

の
こ
と
は
、
少
し
意
味
が
違
う
よ
う
に

感
じ
た
。
ば
く
は
、
祖
父
母
の
場
合
は

祖
母
の
祖
父
に
対
す
る
尊
敬
を
ふ
く
め

た
あ
た
た
か
い
心
を
感
じ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
い
ま
で
も
祖
父
母
た
ち
は
と
て
も

仲
が
よ
い
か
ら
だ
。
封
建
制
度
の
名
ご

り
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ぼ
く
の
祖
父
母

の
場
合
は
、
お
た
が
い
に
助
け
合
っ
て

い
た
と
ぼ
く
は
思
い
た
い
。

　
祖
父
は
、
は
き
物
、
着
物
、
ご
楽
、

遊
び
な
ど
次
々
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
は
き
物
は
、
い
つ
も
わ
ら
じ
で
あ
っ

た
。
今
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
と
か
運
動
ぐ

つ
、
季
節
に
合
わ
せ
色
形
と
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
昔

は
手
づ
く
り
わ
ら
じ
。
お
し
ゃ
れ
と
い

え
ば
、
は
な
お
の
所
に
、
布
地
の
は
し

を
使
っ
た
ぐ
ら
い
と
の
こ
と
。
着
物
は

か
す
り
で
兄
弟
の
上
か
ら
下
へ
と
ゆ
ず

り
受
け
て
い
た
。
兄
弟
の
多
い
と
こ
ろ

の
末
っ
子
の
着
用
す
る
こ
ろ
は
、
穴
が

あ
き
、
色
あ
せ
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
っ
た
そ

う
だ
。
そ
れ
で
い
て
、
末
っ
子
は
文
句

も
言
え
な
か
っ
た
し
、
当
然
の
こ
と
と

思
っ
て
い
た
。

　
「
あ
の
こ
ろ
は
、
兄
弟
み
ん
な
仲
が

よ
か
っ
た
ぞ
。
い
ち
ば
ん
上
の
者
は
、

弟
た
ち
を
い
つ
も
子
守
り
し
た
も
ん
じ

ゃ
よ
四

　
と
な
つ
か
し
そ
う
に
祖
父
は
言
っ
た
。

　
食
物
と
い
え
ば
、
み
そ
、
し
ょ
う
油

な
ど
ほ
と
ん
ど
が
自
家
製
だ
。
そ
ば
か

き
な
ど
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

そ
れ
だ
け
に
、
お
正
月
や
お
盆
な
ど
に

食
べ
る
物
の
お
い
し
い
こ
と
と
い
っ
た

ら
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

　
「
住
・
ご
楽
」
も
各
方
面
か
ら
た
ず

ね
て
い
っ
た
。
祖
父
た
ち
は
、
自
分
た

ち
の
幼
い
こ
ろ
を
な
つ
か
し
げ
に
話
し

て
く
れ
た
。

　
父
方
の
祖
父
は
東
郷
町
坪
谷
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
祖
父
の
父
、
つ
ま
り
ぼ
く

に
と
っ
て
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
若
山

牧
水
と
よ
く
遊
ん
だ
そ
う
だ
。
ひ
い
じ

い
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
若
山
牧
水
の
生
家

の
と
な
り
だ
っ
た
。
祖
父
が
、

　
「
繁
お
じ
さ
ん
（
牧
水
の
こ
と
）
が

何
か
短
歌
で
入
選
し
て
な
。
東
京
で
表

彰
式
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
。
繁
お
じ
さ
ん

は
、
着
物
で
東
京
に
行
く
こ
と
に
な
る

が
向
こ
う
の
人
が
洋
服
と
ネ
ク
タ
イ
を

つ
け
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
な
、
繁

お
じ
さ
ん
は
洋
服
も
ネ
ク
タ
イ
も
持
つ

と
ら
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
わ
し
の
父
ち

ゃ
ん
に
た
の
ん
だ
が
、
わ
し
の
父
ち
ゃ

ん
も
洋
服
は
、
も
っ
と
ら
ん
。
た
だ
、

ネ
ク
タ
イ
だ
け
は
も
っ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
だ
け
貸
し
た
ん
じ
ゃ
口

　
祖
父
の
話
を
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
い

く
と
、
若
山
牧
水
の
事
ま
で
出
て
き
て

だ
ん
だ
ん
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
た
。

　
母
方
の
祖
父
は
こ
の
町
の
町
長
も
し

て
い
た
し
、
も
う
「
牧
水
先
生
、
牧
水

先
生
」
で
あ
る
。
ぼ
く
も
牧
水
の
歌
を

百
首
く
ら
い
は
よ
く
知
っ
て
い
る
が
こ

の
祖
父
の
牧
水
の
歌
に
対
す
る
解
釈
が

大
変
す
る
ど
い
こ
と
に
は
ま
い
っ
て
し

ま
う
。

　
ぼ
く
は
、
二
人
の
祖
父
の
家
を
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
は
昔
の
こ
と
、
そ
し

て
現
在
の
こ
と
な
ど
を
た
ず
ね
た
。
ど

ち
ら
も
こ
の
東
郷
町
を
と
て
も
愛
し
て

い
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
町
の
交
通
事

故
が
ふ
え
れ
ば
悲
し
む
し
、
よ
い
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
が
あ
れ
ば
手
ば
な
し
で
喜
ぶ
。

祖
父
は
、
ぼ
く
の
父
に
向
か
っ
て

　
「
役
職
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
子
供

た
ち
の
た
め
の
役
職
は
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
く
れ
」

　
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
P
T
A

関
係
の
こ
と
は
苦
労
し
て
で
も
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
。
今
ぼ
く
の
父

は
、
P
T
A
会
長
を
し
て
い
る
。
父
は

祖
父
の
こ
ん
な
考
え
方
を
大
切
に
し
て

い
る
の
だ
。

　
祖
父
た
ち
は
、
最
近
の
ぼ
く
を
見
る

と
、　

「
こ
ん
ど
は
何
の
取
材
か
な
」
と
い

っ
た
顔
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
何

で
も
語
っ
て
や
る
ぞ
」
と
い
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　
東
郷
町
民
歌
の
一
節
に
「
祖
先
の
美

風
受
け
つ
い
で
、
郷
土
に
生
き
る
喜
び

を
I
」
と
あ
る
。

　
ぼ
く
は
、
祖
父
た
ち
の
話
を
き
く
う

ち
に
、
こ
の
歌
詞
が
分
か
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
し
て
い
る
。
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新
観
音
堂
の
由
来

　
成
願
寺
の
前
庭
に
旧
い
観
音
堂
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
正
三
年
度
建
て
ら
れ

老
朽
そ
の
極
に
達
し
、
廃
屋
寸
前
の
状

態
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
五
月
一
日
の

吉
日
に
、
同
店
の
下
庭
に
山
陰
百
性
一

揆
供
養
碑
と
並
ん
で
、
新
し
い
観
音
堂

が
建
て
ら
れ
、
お
ご
そ
か
に
落
慶
の
式

か
善
男
善
女
百
余
人
を
迎
え
て
目
で
た

く
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
観
音
堂
建
立
に
あ
た
り
、
多

く
の
方
々
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
わ
け
て
こ
の
新
観
音
堂
建
設
に
あ
た

り
、
新
し
く
」
体
の
聖
像
が
、
こ
の
堂

内
に
安
置
さ
れ
た
由
来
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
現
在
地
成
願
寺
の
前
身

は
田
野
区
稲
葉
野
に
て
中
野
寺
と
称
し

て
、
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
た
寺
で
あ

り
ま
す
。
今
よ
り
約
四
百
三
十
余
年
前

に
山
陰
城
主
米
良
喜
内
が
、
山
陰
城
の

支
城
の
西
城
跡
の
下
に
安
片
山
成
願
寺

を
建
立
し
、
田
野
の
中
野
寺
の
胴
体
の

大
部
分
を
こ
の
寺
に
移
し
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
が
た
だ
一
体
の
佛

像
と
言
う
か
、
神
体
と
言
う
か
、
　
「
十

六
善
神
」
が
こ
の
中
野
寺
に
残
さ
れ
現

在
ま
で
小
さ
な
堂
宇
の
中
に
祀
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
地
区
の
小
川
多
寿
郎
氏
、

三
浦
儀
三
郎
氏
、
中
野
輝
男
氏
等
が
氏

子
と
し
て
祀
っ
て
来
た
が
、
終
戦
後
よ

り
小
川
文
次
郎
氏
が
こ
の
堂
宇
を
祀
る

こ
と
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
文
次
郎
氏
子
息
小
川
義
信
君

　
（
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
東
郷
工
場
長
）
が
由

緒
あ
る
こ
の
「
十
六
善
神
」
を
こ
の
堂

宇
に
て
保
存
す
る
こ
と
の
、
尊
厳
を
損

う
こ
と
、
不
安
な
る
こ
と
を
察
し
、
成

願
寺
住
職
や
寺
総
代
の
方
々
に
懇
願
し

て
遂
に
新
観
音
堂
建
設
の
運
び
と
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
小
川
義
信
君
が
落
慶
式
当
日
の
挨
拶

の
中
に
「
十
六
善
神
が
稲
葉
野
の
粗
末

な
堂
宇
の
中
に
て
長
年
淋
し
い
年
月
を

過
し
て
来
た
が
、
こ
れ
で
昔
の
佛
神
の

方
々
と
一
緒
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
…
…
…
只
只
皆
様
に
深
く
感
謝

申
上
げ
ま
す
」
と
。

　
若
い
小
川
君
と
、
当
日
席
を
同
じ
う

し
て
般
若
の
湯
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
い
い
こ
と
を
し
た
。
若
く
し
て
佛
神

の
事
が
ら
に
、
手
を
か
け
、
心
を
か
た

む
け
て
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た

事
は
、
君
の
一
生
の
中
の
大
き
い
ペ
ー

ジ
に
な
り
ま
す
．
今
後
の
人
生
生
活
に

輝
か
し
い
燈
明
に
な
り
ま
す
よ
」
私
は

小
川
君
に
は
な
む
け
た
。

　
私
も
東
郷
小
学
校
長
時
代
の
一
児
童

が
、
か
く
も
成
長
し
て
、
社
会
の
中
に

下
る
と
も
し
び
を
か
か
げ
た
こ
と
を
私

は
限
り
な
く
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
成
願
寺
に
美
し
い
二
間
真
角
の
、
見

る
か
ら
に
す
が
す
が
し
い
新
観
音
堂
を

町
民
の
皆
様
｝
度
御
参
り
下
さ
い
。
時

折
り
は
御
詠
歌
の
一
節
も
聞
え
て
来
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

東
郷
町
社
会
教
育
委
員

都
　
甲
　
鶴
男

牧
水
と
坪
谷
（14）

　
い
ま
一
人
の
叔
父
が
あ
っ
た
。
父

の
す
ぐ
の
弟
で
隣
村
の
山
陰
村
で
同

じ
く
医
者
を
し
て
い
た
。
最
も
近
い

血
族
の
、
こ
の
叔
父
の
印
象
は
幼
い

頃
の
私
に
は
余
り
無
い
。
無
い
と
い

う
よ
り
母
を
信
じ
切
っ
て
い
た
私
に

は
母
と
仲
悪
の
こ
の
叔
父
が
甚
し
く

善
く
見
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

極
く
平
凡
な
人
で
あ
っ
た
が
、
唯
だ

そ
の
兄
弟
仲
の
よ
か
っ
た
こ
と
は
異

常
で
あ
っ
た
。
若
山
の
兄
弟
を
出
会

せ
た
ら
病
人
は
上
っ
た
り
だ
と
村
で

評
判
せ
ら
れ
て
い
た
通
り
、
こ
の
二

人
が
逢
う
と
一
日
で
も
二
日
で
も
離

れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
別
に
話
が

あ
る
の
で
も
な
い
の
だ
が
、
二
人
共

ち
び
／
＼
と
酒
を
嘗
め
な
が
ら
、
誰

が
何
ど
云
っ
て
も
座
を
立
た
を
か
っ

た
。
弟
は
よ
く
兄
を
敬
い
、
兄
は
ま

た
極
め
て
弟
を
愛
し
た
。
二
里
程
離

れ
て
住
ん
で
い
た
が
、
二
三
ヶ
月
も

逢
う
機
会
が
無
い
と
ど
ち
ら
か
が
騒

然
と
訪
ね
て
行
っ
て
一
日
か
二
日
を

泊
っ
て
来
る
の
を
常
し
た
。
」

○
寅
お
ち
ゃ
ん
と
番
所
の
阿
母

　
寅
お
ち
ゃ
ん
は
本
名
矢
野
寅
吉
で

牧
水
宅
の
隣
家
の
爺
で
あ
り
ま
す
。

牧
水
が
生
れ
た
時
か
ら
、
「
し
げ
坊

／
＼
」
と
た
い
へ
ん
可
愛
が
つ
た
爺

で
、
炭
焼
を
業
と
し
た
の
で
、
牧
水

塩
月
儀
市

が
三
四
才
頃
は
よ
く
牧
水
を
伴
っ
て

炭
山
に
行
き
終
日
炭
小
屋
で
遊
ば
せ

た
爺
で
、
牧
水
も
生
涯
を
通
じ
て
親

し
ん
だ
爺
で
あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
父
が
厄
年
の
四
十
二
才
の

歳
に
生
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
親
が

厄
年
に
生
れ
た
子
は
路
傍
に
捨
て
て

他
の
健
康
な
主
婦
に
拾
っ
て
も
ら
は

な
い
と
育
た
ぬ
と
い
う
習
俗
が
あ
り

ま
し
た
。
牧
水
は
生
れ
て
二
ヶ
月
ば

か
り
の
時
、
裏
門
の
牡
丹
桜
の
根
元

に
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
拾
っ

て
く
れ
た
主
婦
が
奈
須
チ
ヨ
で
あ
り

ま
す
。
チ
ョ
は
牧
水
宅
の
筋
向
い
の

家
の
主
婦
で
、
こ
の
家
は
藩
政
時
代

番
所
の
あ
っ
た
処
の
家
の
主
婦
で
あ

る
の
で
、
牧
水
は
「
番
所
の
阿
母
」

と
小
学
校
の
頃
ま
で
呼
ん
で
敬
愛
し

た
婦
人
で
あ
り
ま
す
。

六
、
遊
戯
・
村
の
行
事
・
五
本
松
峠
・
海

。
遊
戯

　
牧
水
は
幼
少
年
の
頃
の
遊
び
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
幼
少
年
時
代
の
遊
戯
は
重
ん
ど
天

然
を
対
手
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

凧
あ
げ
、
根
っ
木
、
鬼
ご
っ
こ
、
か

く
れ
ん
ぼ
、
そ
う
し
た
も
の
も
為
な

い
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
づ
極
め
て

稀
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

㌔

’

短歌会迫る
　
九
月
十
七
日
は
恒
例
の
牧
水
祭
が
行

わ
れ
、
こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
今
年

も
短
歌
会
を
開
催
す
る
計
画
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
応
募
者
は

一
般
の
部
、
二
十
一
名
で
九
十
四
首

中
学
生
の
部
、
三
十
五
名
で
百
十
九
首

で
し
た
。
本
年
も
皆
様
方
の
多
数
の
こ

投
詠
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
応
募
期
間
、
8
月
1
日
～
8
月
3
1
日

○
応
募
資
格
、
本
町
に
居
住
す
る
者
、

　
　
ま
た
は
町
内
の
事
業
所
等
に
勤
務

　
　
し
て
い
る
者

○
歌
題
…
…
自
由
課
題

○
応
募
点
数
…
…
一
人
五
首
以
内

○
選
歌
の
方
法
「
一
般
の
部
」
と

　
「
中
学
生
の
部
」
を
設
け
そ
れ
ぞ
れ

天
馬
　
一
首

地
賞
　
二
首

人
賞
　
三
首

佳
賞
　
五
首
を
選
び
入
選
者
に
は
記

　
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

o
応
募
先
、
東
郷
町
教
育
委
員
会
内

　
　
牧
水
顕
彰
会
事
務
局
宛

　
※
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

戸

ノ
ア
ー

　
！

脚鼎隔㎜…・

会
長
が

　　

ｩ
わ
り
ま
し
た

東
郷
町
農
業
委
員
会

町報とうこう

　
去
る
四
月
三
十
日
付
で
、
前
町
長
の

木
村
誠
氏
が
会
長
を
辞
任
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
後
任
と
し
て
現
町
長
の
甲
斐

誌
朗
氏
が
六
月
四
日
付
で
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
郷
町
農
業
委
員
会

（7）

＝回巡二

行
政

　　

@
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
国
鉄
、
曝
露
公

社
専
売
公
社
、
公
庫
・
公
団
事
業
団
体

県
、
町
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
要

望
な
ど
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
が
今

回
は
宮
崎
行
政
監
察
局
よ
り
板
井
上
席

副
監
察
官
が
来
呈
し
て
左
記
に
よ
り
相

談
に
応
じ
ま
す
．
、

　
　
　
　
記

一
日
時
　
六
月
二
十
一
日
1
0
時
～
1
5
時

二
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
俊
「

輔
M

青
協
だ
よ
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

越
表
青
年
会
優
勝

準
優
勝
　
迫
野
内
青
年
会

三
　
位
　
羽
坂
青
年
会

　
噌

　
二
十
九
日
行
な
わ
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
苗
齢
青
年
会
が
優
勝
し
ま
し

た
。
今
度
の
大
会
は
寺
迫
と
田
野
が
参

加
で
き
ず
、
オ
ー
プ
ン
参
加
一
チ
ー
ム

を
含
む
十
チ
ー
ム
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
予
選
、
決
勝
リ
ー
グ
を
通
じ
熱
戦

と
な
り
、
応
援
の
方
も
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
で
し
た
。

　
〈
成
績
v

　
優
　
勝
　
越
表
青
年
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
毎
週
木
曜
日
、
青
年
が
集
ま
り
、
午

後
八
時
よ
り
、
中
央
公
民
館
で
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
。
手
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
い
い
汗
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
特
に
女
子
会
員
の
春
寒

っ
て
い
ま
す
。

　
　
責
任
者
　
田
中
敬
吾
（
坪
谷
）

　
　
T
E
L
　
七
八
六
七

　
〈
六
月
の
行
事
〉

　
十
一
一
十
二
日
　
女
子
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
郷
）

￥
ー
ー
量
一
聖

　 8
月
・
1
1
月
の
仔
牛

せ
り
出
場
牛
は
全
逓

牛
流
行
性
感
冒
（
イ

バ
ラ
キ
病
）
予
防
注

射
の
徹
底
を

▼
イ
バ
ラ
キ
痢
と
は

　
牛
流
行
性
感
冒
と
呼
ば
れ
法
定
伝

染
病
に
指
定
さ
れ
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
発
生
が
み
ら
れ
九
州
各
県
に
被
害

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
家
畜
伝
染

病
予
防
法
に
基
づ
く
移
動
規
制
等
の

処
置
が
と
ら
れ
牛
飼
養
農
家
が
甚
大

な
被
害
を
蒙
り
ま
す
の
で
8
月
と
1
1

月
に
仔
牛
せ
り
市
出
場
牛
は
生
産
検

査
時
に
全
頭
イ
バ
ラ
キ
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
　
（
一
頭
に
付
五
〇

〇
円
徴
収
）

日～3旧7月河川愛護月間

諮
建
　
幽

載
誰

きれいな川を

ノ　
●とり戻そう

▼
イ
バ
ラ
キ
病
の
症
状

　
　
発
病
す
る
と
眼
結
膜
の
充
血
と
浮

　
腫
、
流
涙
、
目
や
に
、
泡
沫
性
の
流

　
挺
と
水
様
に
膿
性
の
鼻
汁
が
み
ら
れ

　
る
。

　
　
特
微
と
し
て
症
状
が
回
復
に
向
っ

　
た
こ
ろ
、
咽
喉
頭
、
舌
、
食
道
等
の

　
麻
痺
・
鼓
脹
症
や
下
痢
を
起
し
激
し

　
い
と
き
は
肺
炎
を
起
し
予
後
が
悪
く

　
死
亡
率
も
高
い
。

◎
予
防
方
法
　
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の

　
外
に
な
い
。
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お
し
ら
せ

ノ
塗

奮
憂
憂
，

一
衛
生
だ
よ
り
ー
ー

　
◎
母
子
健
康
相
談
　
6
月
2
1
日

　
　
　
受
付
　
9
時
半
～
1
0
時
半

　
　
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
◎
三
種
・
二
種
混
合
接
種

　
　
6
月
1
4
日

　
　
時
間
　
1
4
時
～
1
5
時

　
　
場
所
　
中
央
公
民
館

　
　
対
象
者
　
二
期
該
当
者
及
び

　
　
　
連
絡
済
の
者

　
〔
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
・
・
百
日
ぜ

　
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
一
は

　
生
後
三
か
月
か
ら
四
十
八
か
月
の

　
間
に
接
種
を
受
け
ま
す
が
、
接
種

　
回
数
は
一
期
三
回
、
二
期
一
回
の

　
合
計
四
回
の
接
種
を
受
け
ま
す
）

　
◎
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
　
対
象
者
　
三
才
以
上
の
幼
児

　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
み
）
．

　
　
※
昨
年
、
初
回
免
疫
で
二
回
の

　
　
接
種
を
受
け
た
者
は
必
ず
追

　
　
加
接
種
を
一
回
受
け
る
こ
と

　
　
　
（
初
年
度
に
二
回
、
翌
年
に

　
　
　
一
回
計
三
回
接
種
し
て
い
る

　
　
幼
児
穏
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

1繋属∴，論一己1㌦

∵7制淵寺迫公蜘冨糞生迫寺

冨永
　先生

坪谷
　保育所

6月　 「7月　l13：30－

　24日1　1日i14：00
谷坪

林
業
架
線
作
業

　　

蜚
C
者
講
習

　
こ
の
講
習
は
、
県
内
の
林
業
従
事
者

を
対
象
と
し
て
、
林
業
架
線
作
業
に
必

要
な
知
識
技
術
を
習
得
さ
せ
、
安
全
か

つ
、
能
率
的
な
架
線
作
業
を
す
す
め
、

林
業
近
代
化
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
．

▽
受
講
資
格
　
2
1
才
以
上
で
実
務
経
験

　
　
　
　
2
年
以
上
の
男
子
。

▽
講
習
期
間
　
前
期
8
月
8
日
～
8
月

　
　
　
　
1
3
日
、
後
期
9
月
2
6
日
～

　
　
　
　
1
0
月
1
日
の
1
2
日
間
。

▽
受
講
申
込
　
6
月
2
0
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
　
に
”
受
講
願
書
・
履
歴
書

　
　
　
　
　
・
実
技
経
験
証
明
書
”
を

　
　
　
　
農
林
課
に
提
出
の
こ
と
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
農
林
課
へ
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

巡
回
婦
人
相
談

　
婦
人
を
対
象
に
家
庭
内
で
の
ト
ラ
ブ

ル
や
、
そ
の
他
ど
う
し
て
も
解
決
が
つ

か
な
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
　
】
人
で
悩
ま
ず
一
度
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
期
日
　
6
月
1
4
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
相
談
内
容
　
●
生
活
を
や
り
直
し
た

　
　
い
●
暴
力
か
ら
逃
れ
た
い
●
ど
ん

　
　
な
職
に
つ
い
て
よ
い
か
分
か
ら
な

　
　
い
●
収
入
が
少
な
く
て
住
居
が
な

　
　
い
●
異
性
関
係
で
の
失
敗
●
夫
婦

　
　
親
掛
、
嫁
　
殖
問
7
∵
二
／
フ
ル
一
、
肇

　
　
ど
．
』

　
　
今
月
の
税
金

町
県
民
税
一
期

　
　
納
期
限
6
月
3
0
日

」㈱

◇

◇

◇

▽
県
婦
人
相
談
所
職
員
　
松
永
澄
雪

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
上
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
羽
坂
の
寺
田
雄
吉
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ヨ
ヱ
さ
ん
・
6
7
才
ご
死
去
）

▽
福
瀬
の
日
永
長
吉
さ
ん
か
ら

　
（
ム
ツ
ヱ
さ
ん
・
6
7
才
ご
死
去
）

4
月
届
出
分

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
相
談
を
、
左
記
日
程
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
ご
遠
慮
な
く

ご
相
談
下
さ
い
。

　
開
設
日
　
6
月
2
1
日

　
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
老
人
福
祉
館

出
生
お
め
で
と
う

一まちのうごき一
人口　6．509人　　（△2、　1

男　　3，110人　　（△3）　1

世帯　1，775戸　（11）

　58年5月1日現在

りは対前月比

黒畝寺羽中山佐 赤

木原原田川田藤
M　恵征鈴安重　　　　　　’じ、広潤美史代貢朗

な
島
名

馬幸義和雄重吉 父

の

吉治行生一男人 名

寺小小小坪迫台 住
野三野　　野野

迫田田田谷内内 所

結
婚
お
め
で
と
う

氏

名

。ワ。、ワ1ひ。⑳卿閃
古中那黒橋向海川守奈高黒

蜜村須田口山野内倉須僑国

詰
　
一

孝
　
子

日
出
男

ま
つ
よ

利
　
治

さ
つ
き

梅
　
男

八
千
代

敏
　
差

潮
　
美

政
　
司

美
枝
子

住
　
所

寺
　
迫

日
向
市

八
重
原

日
向
市

鶴
野
内

坪
　
鳶

職
野
内

小
野
田

仲
　
深

仲
　
深

羽
　
坂

日
向
市

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

寺
田
キ
ヨ
エ

田
邊
ト
ラ

崎
永
ム
ッ
ェ

噸福羽住
1

塑
L
噛
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